
食物アレルギーで大切なことは、“正しい診断を受ける”、“必要最小限の除去をする”、“事故なく安全に
過ごす”の3つです。
そのためには、まず食物アレルギーかどうかを決して自分で判断しないでください。専門医を受診し、
血液検査だけではなく、必要に応じて「食物負荷試験」を行ってもらい、きちんとした診断を受けましょう。
食物アレルギーであった場合は、食事から原因となる食物を必要最小限、取り除きます。一部には完全に
除去する必要がある重症な患者さんもいますが、少しなら食べられる患者さんは少なくありません。少しで
も食べることで食のバリエーションは広がり、さらに食物アレルギーが治りやすくなるとも考えられてい
ます。しかし、原因食物をどれくらい食べられるかは患者さんごとに異なり、血液検査などでは判断できま
せん。専門医の判断と管理のもとで進めることが必須です。
そして事故なく安全に過ごすために、食品の原材料表示の読み方を学ぶことも大切です。日本には食品
表示法があり、加工食品を選ぶ際に特定の原因食物が入っていないかを確認することができます。
鶏卵・牛乳・小麦・大豆アレルギーは就学までに70%が自然に治ります。しばらくの辛抱ですので、

がんばりましょう。

加工食品のアレルギー表示をチェックする習慣を

食品表示法で、加工食品に
入っていたら必ず表示しなければ
いけない食品は以下のうち
どれでしょう。
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高田製薬　1C W380×H100.5 mm　 01

さらに詳しい情報は
ホームページで

高田製薬

健やか

⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/201904_2.pdf



